
人・農地プラン策定業務にシステムを活用した事例を紹介します。

市町村

内容：地域の営農計画を１筆単位で行うにあたり，農地基本台帳を水土里情報

システムの農地筆に突合・取り込むことにより集積計画の策定や，所有者・

耕作者の意向調査と今後の営農計画に活用している。

経緯：①地域の担い手情報に関する農地図面を整理し，地域の営農検討会での

検討資料（図面）として使用したい。

②水土里情報システムの導入に際し，整備された地図情報および農地情

報を活用することで円滑なプラン策定の基礎づくり，あるいは的確に農

地集積の現況図や集積計画図を作成したい。

取組概要

（１／２）

鹿児島県水土里情報システム活用事例

活用する団体：

地集積の現況図や集積計画図を作成したい。

所有者ごとの色分け表示が可能

プラン計画をExcelに出力が可能
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（２／２）

期待される効果

①地域の中心となる経営体に関する農地の状況がマップ上に表示されることによ
り現状把握が容易に行え，また地域の営農検討会や個別の農地集積計画がより
スムースに行える。

②集積計画を随時入力し，集積結果をExcelに出力することで提出調書の作成や
報告書の資料として活用できる。

システムを活用した地域営農ビジョンの作成
～当初から見直しまで継続的な活用～
業務の効率化を支援するシステムの開発

今後は継続的なプラン見直しを行い，計画策定に使用していく予定。

今後の活用予定

地域の意向調査を視覚化でき、地域での話し合い活動に効果を発揮する。また、
計画策定の作業効率が良い。

利用者の声

報告書出力

支援システムで支援システムで集積計画を自動集計自動集計
→→ 報告書を自動作成報告書を自動作成
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